
産
着
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い
て
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一
考
察

森
　
山
　
和
　
美

序

文

本

塾口冊

　
私
は
か
ね
て
か
ら
産
屋
と
産
着
に
つ
い
て
関
心
を
抱
い
て
い
た
。
古
書
を

調
べ
て
い
る
う
ち
、
江
馬
先
生
の
御
下
に
「
現
代
で
も
福
井
県
の
敦
賀
の
地

に
村
民
共
有
の
産
屋
が
残
っ
て
い
る
。
」
と
い
う
御
薪
に
接
し
、
休
み
を
待
っ

て
現
場
に
行
っ
た
。
産
屋
は
在
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
家
屋
は
古
い
が
、
屋
内
に

は
天
井
か
ら
太
い
力
綱
、
壁
に
神
棚
と
燭
台
が
ひ
つ
ら
え
て
あ
る
。
昭
和
三

十
九
年
頃
ま
で
使
用
し
た
（
同
市
教
育
委
会
の
調
査
）
と
い
う
産
屋
に
深
い

感
銘
を
受
け
た
。
同
時
に
私
は
当
時
の
情
景
を
想
像
し
、
産
着
に
対
す
る
興

味
と
研
究
意
欲
を
一
層
か
き
た
て
ら
れ
、
資
料
不
足
、
研
究
の
不
備
が
不
本

意
で
は
あ
る
が
、
今
回
こ
こ
に
纏
め
て
み
た
。

　
本
論
は
第
一
章
を
平
安
朝
か
ら
江
戸
末
期
ま
で
の
産
着
の
歴
史
的
変
遷
の

大
略
を
述
べ
、
第
二
章
は
本
校
所
蔵
の
宮
詣
り
着
三
点
と
第
三
章
は
近
江
八

幡
市
立
資
料
館
の
資
料
を
調
査
し
た
記
録
で
あ
る
。

三

章

　
生
児
に
着
せ
る
着
物
を
、
産
着
と
い
っ
た
。
こ
れ
は
足
利
時
代
か
ら
の
名

称
で
、
そ
れ
以
前
は
む
つ
き
、
ま
た
は
産
衣
と
い
っ
て
い
た
ら
し
い
。

　
平
安
時
代
の
公
家
や
武
家
で
は
、
産
ま
れ
て
す
ぐ
に
白
地
平
絹
、
ま
た
は

空
色
平
絹
の
産
衣
を
着
せ
、
そ
の
あ
と
色
直
し
と
称
し
て
、
色
の
あ
る
衣
服

を
着
せ
る
風
習
で
あ
っ
た
。

・
、
鱒

薄r．T，占卜昭

鍮
＼

（第一図江馬旧著一生の典礼抄出）

　
平
安
か
ら
鎌
倉
時
代
に
は
、
色
直
し
は
百

日
、
ま
た
は
百
三
十
日
で
、
そ
の
児
の
呼
子

に
よ
っ
て
吉
色
を
え
ら
ん
だ
と
、
「
産
着
之
巻

伝
記
」
に
あ
る
。

　
室
町
時
代
中
期
に
は
、
武
家
で
は
干
子
に

と
ら
わ
れ
ず
自
然
界
に
も
眼
を
向
け
、
誕
生

の
時
の
雲
の
色
を
産
衣
に
用
い
る
と
い
う
風

習
も
生
ま
れ
た
と
い
う
。

　
「
産
所
法
式
」
に
は
即
ち
「
産
衣
の
事
、
色
は
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不
4
定
候
。
誕
生
の
時
、
雲
の
色
の
如
く
す
る
な
り
。
誕
生
の
時
、
雲
の
色
白

候
へ
ば
、
産
衣
の
色
も
臼
候
。
雲
の
色
青
候
へ
ば
、
産
衣
の
色
も
青
糸
。
赤

く
候
へ
ば
、
産
衣
の
色
も
皇
尊
。
黄
に
候
へ
ば
、
産
衣
も
黄
酒
」
と
あ
る
。

こ
の
頃
臼
は
、
漸
時
衰
へ
た
の
で
あ
ら
う
。
公
家
や
上
層
の
武
家
で
は
、
誕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
た
が
さ
ね

生
後
、
三
日
目
に
白
亀
甲
文
浮
織
細
長
二
幅
、
臼
重
菱
文
綾
単
二
重
、
白
亀

　
　
　
む
つ
き
　
　
　
　

こ
め
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ほ
い
も
ん
あ
や
　
か
た
び
ら

甲
文
綾
霰
裸
二
帖
、
臼
穀
織
帯
二
筋
、
臼
小
聖
文
参
入
帷
二
帖
を
入
れ
た

　
　
　
い
ば
こ

臼
塗
の
衣
落
を
高
息
の
机
の
上
に
飾
り
祝
い
を
し
た
。
ま
た
産
養
と
い
っ
て

誕
生
後
三
日
、
五
日
、
七
日
、
九
日
の
夜
に
祝
宴
が
開
か
れ
て
、
親
族
、
縁

者
か
ら
衣
服
、
食
物
、
器
具
な
ど
が
贈
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
世
に
な
る
と
、
産
着
の
生
地
は
臼
練
絹
、

コ

（第二図良馬務著一生の典礼抄出）

い
う
俗
言
を
守
り
、
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
は
、

ミ
と
い
っ
て
、
古
裂
れ
や
前
掛
け
、

う
が
健
康
児
に
育
つ
と
信
じ
て
い
た
か
ち
で
、

ま
た
は
羽
二
回
忌
付
け
紐
を
つ
け
、
背
に
は

胡
粉
で
臼
《
松
・
竹
・
梅
・
鶴
・
亀
の
紋
が

描
か
れ
て
い
る
が
、
後
世
に
は
銀
泥
か
、
銀

箔
で
、
鶴
・
亀
・
松
・
竹
の
紋
を
つ
け
た
。

ま
た
女
子
の
産
衣
が
数
あ
る
時
は
、
家
紋
を

つ
け
る
風
習
が
生
ま
れ
た
。

　
次
に
民
間
の
場
合
で
あ
る
が
、
産
着
は
古

い
着
物
で
作
っ
た
が
、
産
着
は
生
ま
れ
る
前

に
縫
う
こ
と
は
、
生
児
が
弱
い
児
に
な
る
と

　
　
　
　
　
地
方
に
よ
っ
て
は
ポ
ポ
サ
ツ
ツ

　
　
或
い
は
腰
巻
な
ど
に
包
ん
だ
。
そ
の
ほ

　
　
　
　
　
生
後
三
日
～
五
日
目
の
産
湯

1
’

五
四

の
後
に
、
実
家
か
ら
贈
ら
れ
た
袖
の
あ
る
着
物
を
着
せ
る
こ
と
が
、
生
誕
後

の
一
つ
の
儀
式
に
な
っ
て
い
た
。
出
生
後
三
日
目
に
着
せ
る
産
着
を
地
方
に

よ
っ
て
は
、
キ
サ
ダ
メ
（
東
京
都
）
、
三
日
衣
裳
（
長
野
県
）
、
テ
ト
オ
シ
（
長
野
・

岐
阜
・
兵
庫
・
熊
本
の
諸
県
）
、
ソ
デ
ト
オ
シ
（
大
分
県
）
、
テ
ヌ
キ
（
熊
本
県
・

愛
媛
県
）
、
テ
ツ
ナ
ギ
（
島
根
県
）
、
テ
ツ
ン
ヌ
キ
（
熊
本
県
）
、
テ
カ
ケ
キ
モ
ノ

（
埼
玉
県
）
、
ソ
デ
サ
シ
（
三
重
県
）
な
ど
と
い
っ
て
、
袖
の
つ
い
た
着
物
を
初

め
て
着
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
一
ツ
身
で
、
紐
を
後
に
つ
け
て

前
で
結
ぶ
着
物
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
生
児
の
生
命
は
ま
だ
産
神
の
管
理
下

に
あ
り
、
霊
界
と
人
間
界
の
中
間
に
あ
る
不
安
定
な
も
の
と
思
わ
れ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ま
も
り

の
で
、
産
着
に
は
魔
除
け
の
た
め
に
必
ず
背
守
を
つ
け
る
。
第
三
図
は
男
子

の
産
着
に
付
け
た
共
地
で
、
廻
り
を
縫
い
中
の
十
文
字
は
白
糸
、
生
ま
れ
月

数
の
男
針
も
白
糸
で
、
色
直
し
以
後
は
赤
糸
で
あ
る
。
男
子
は
糸
の
先
を
左

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
留
め
る
。
女
子
の
場
合
（
第

郡
ヤ
ノ

区
レ
＼
　
男
子

「
」

コ
ニ
．
｝
三
三
岬
ぐ
ハ
、
ヨ
軸
ミ
蔦
＝

　
　
㎡
＼
、
！
｝

　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
〆

　
　
6
、
　
　
　
　
　
乙

｝
二
三

　　〉サ　ア

（第三・陸図産着の巻伝記抄出）

四
図
）
は
長
針
を
裏
へ
か
え
し

て
細
か
な
針
を
表
へ
表
わ
す
の

を
女
針
と
い
っ
て
、
二
つ
き
ょ

り
五
分
（
十
五
セ
ン
チ
）
さ
げ

て
、
生
ま
れ
月
数
を
縫
う
。
女

子
は
糸
の
先
を
右
へ
留
め
る
。

ま
た
紅
染
や
う
こ
ん
染
が
好
ま

れ
、
木
綿
の
赤
地
や
紺
地
に
麻

の
葉
と
か
、
井
筒
な
ど
の
文
様
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を
つ
け
る
風
習
が
あ
っ
た
。
う
こ
ん
染
（
黄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
じ
な

囎
認
識
麟
熱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庫
効
用
も
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
華
し
か
し
い
ず
れ
も
生
児
の
健
や
か
な
成
長

一
　
　

柵
を
祈
る
三
竿
い
が
・
め
ら
れ
て
い
た

三
一
　
　
　
躯
も
の
で
あ
る
．

黙
、

■

ム　　　　（第王

墨

　
宮
詣
り
の
風
習
は
、
室
町
時
代
の
初
期

に
は
、
公
家
や
武
士
の
間
で
行
わ
れ
て
い

た
ら
し
い
が
、
生
後
何
日
目
に
す
る
か
と

い
う
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
宮
中
で
は
誕
生
日

か
ら
百
二
十
日
目
、
徳
川
家
で
は
百
三
十
日
後
の
吉
日
を
選
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

　
民
間
で
は
江
戸
中
期
頃
か
ら
男
児
は
三
十
日
目
、
女
児
は
三
十
三
日
目
に
、

氏
神
へ
参
詣
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
一
般
に
慣
習
と
し
て
定
着
し
た
ら
し
い
。

　
晴
の
衣
裳
に
守
刀
を
袋
に
入
れ
、
守
袋
を
添
え
て
、
苧
を
産
着
の
紐
に
つ

な
ぐ
。
苧
は
白
髪
を
表
わ
し
、
長
寿
ま
で
も
と
の
祈
願
で
も
あ
る
。

　
今
日
で
は
男
児
は
生
後
三
十
一
日
目
、
女
児
は
三
十
二
日
目
で
あ
る
が
、

地
方
に
よ
っ
て
は
異
な
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
宮
詣
り
が
定
着
さ
れ
て
く
る

に
つ
れ
て
、
産
着
は
礼
装
用
と
し
て
着
用
さ
れ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思

産
着
に
つ
い
て
の
一
考
察

わ
れ
る
。

　
産
着
と
い
っ
て
も
、
出
産
直
後
に
着
せ
る
初
着
、
三
日
目
に
着
せ
る
も
の
、

宮
参
り
に
着
せ
る
も
の
、
と
区
別
さ
れ
て
く
る
。
こ
の
三
つ
を
総
称
し
て
産

着
と
呼
ん
で
い
る
の
が
や
や
こ
し
い
。

　
祝
い
着
の
特
徴
は
、
身
丈
が
長
く
、
一
ツ
身
仕
立
で
あ
る
。
背
の
上
部
に

背
紋
を
つ
け
る
。
背
の
上
部
、
左
右
の
袖
の
後
側
、
左
右
の
胸
部
に
つ
け
る

抱
き
紋
の
五
つ
紋
、
ま
た
は
三
つ
紋
で
あ
る
。

　
背
守
り
を
つ
け
る
。
子
供
を
守
る
た
め
に
後
襟
下
の
背
紋
に
あ
た
る
所
に
、

三
角
形
の
き
れ
を
つ
け
た
り
、
田
の
字
を
斜
に
し
た
形
を
縫
い
と
っ
た
り
、

色
糸
で
背
に
守
り
糸
を
つ
け
る
。
こ
れ
は
二
本
ど
り
の
色
糸
で
縫
い
、
女
児

は
大
針
一
目
、
表
糸
と
、
小
針
一
目
の
二
目
落
し
、
糸
の
端
を
右
へ
か
ぎ
型

に
下
げ
る
。
男
児
は
大
針
一
目
、
裏
糸
と
小
針
二
目
の
一
目
落
し
で
、
糸
の

端
は
左
へ
か
ぎ
型
に
下
げ
る
。
糸
を
下
げ
る
方
向
に
よ
っ
て
男
女
の
区
別
を

す
る
。
　
例
外
も
あ
る

　　

@　
@　

_
＼

　
　
　
　
、
＼

　
　
へ
い
l
l
I
1
6
－
l
l
■

（
女
児
）

溝
7
■
墨
‘

　
　
　
，
！

（
男
児
）

五
五

（第六図八幡市立資料館「産着考」より抄出）
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第
　
二
　
章

本
校
が
新
た
に
購
入
さ
れ
た
明
治
、
大
正
時
代
の
宮
詣
り
用
の
祝
い
着
に

つ
い
て
、
そ
の
構
成
、
文
様
、
寸
法
を
調
べ
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

↓
　
曲
直
地
平
織
　
波
に
泳
ぐ
譜
図
友
禅
祝
い
着
（
男
児
用
）

（　
蔭
地
で
単
衣
、
鼠
色
の
地
に
、
鯉
と
波
の
図
が
友
禅
染
で
臼
く
抜
い
た
所

に
、
後
で
文
様
が
描
か
れ
て
い
る
ぬ
れ
描
き
で
あ
る
。
紋
は
後
中
央
に
一
つ
、

左
右
の
袖
の
後
側
に
袖
文
が
二
つ
あ
る
三
つ
紋
で
、
背
に
は
青
色
絹
糸
二
本

ど
り
の
背
守
り
が
あ
り
、
背
守
り
の
端
は
左
へ
か
ぎ
型
に
下
が
っ
て
い
る
の

で
男
児
の
物
で
あ
る
。

　
鯉
が
波
に
見
え
か
く
れ
し
て
泳
い
で
い
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
文
様
は
、
生

児
の
健
康
と
、
未
来
の
発
展
を
願
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
単
衣
な
の
で
裏
は

な
い
が
、
袖
口
に
は
朱
色
ち
り
め
ん
地
の
巾
五
セ
ン
チ
、
丈
三
十
三
セ
ン
チ

の
袖
口
布
が
裏
に
つ
い
て
い
る
。

　
衿
裏
に
は
巾
三
セ
ン
チ
の
赤
い
絹
地
衿
裏
布
が
つ
け
ら
れ
、
ま
た
八
セ
ン

チ
く
ら
い
の
腰
揚
が
あ
る
。
多
分
宮
詣
用
晴
着
を
、
長
じ
て
着
用
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
鼠
の
地
色
、
文
様
の
監
の
色
か
ら
年
代
的
に
は

明
治
初
期
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
（
写
真
第
一
図
）

　二
　
浅
鼠
麻
地
平
織
　
近
江
八
景
友
禅
文
様
祝
い
着
（
女
児
用
）

（　
麻
地
で
単
衣
、
薄
鼠
色
の
地
色
に
橋
や
お
寺
、
山
桜
の
花
な
ど
の
近
江
八

五
六

景
の
文
様
が
、
染
料
で
描
か
れ
て
い
る
。
紋
は
左
右
の
胸
部
に
二
つ
、
背
紋

一
つ
、
袖
文
二
つ
の
五
つ
紋
で
あ
る
。
背
守
り
が
赤
絹
糸
で
つ
け
ら
れ
、
糸

端
は
右
へ
か
ぎ
型
に
r
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
女
児
用
で
あ
る
。
袖
は
ひ
ろ
袖

で
、
裏
の
袖
口
に
は
紺
の
絹
地
が
つ
き
、
丈
四
十
六
セ
ン
チ
、
巾
五
セ
ン
チ

の
袖
口
布
が
つ
い
て
い
る
。
ま
た
腰
紐
が
つ
い
て
い
て
、
身
頃
の
紐
つ
け
に

は
紐
飾
り
が
あ
り
、
宮
詣
り
の
祝
い
着
の
後
も
、
晴
着
と
し
て
着
用
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
年
代
は
明
治
時
代
後
期
か
ら
、
大
正
時
代
の

初
期
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
（
写
真
第
二
図
）

　三
　
紺
緋
麻
地
　
子
供
祝
い
着

（　
紺
色
麻
地
の
単
衣
緋
で
、
境
遇
に
よ
っ
て
祝
い
着
（
宮
詣
着
）
と
し
て
着

用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
背
守
り
が
赤
色
絹
糸
で
つ
け
ら
れ
、
か
ぎ
型
に
糸

端
は
右
へ
下
が
っ
て
い
る
の
で
、
女
児
用
で
あ
る
。
袖
は
ひ
ろ
袖
で
、
袖
口

裏
に
は
、
袖
口
布
と
し
て
巾
五
セ
ン
チ
、
丈
五
十
ニ
セ
ン
チ
の
赤
色
木
綿
地

の
布
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
衿
に
は
裏
衿
に
巾
三
セ
ン
チ
の
赤
木
青
地
の
裏

が
つ
い
て
い
る
。
ま
た
黄
色
絹
地
の
腰
紐
も
つ
い
て
い
て
、
紐
飾
り
が
あ
り
、

肩
揚
と
腰
揚
が
あ
る
の
で
、
宮
詣
り
着
と
し
て
着
用
後
、
お
祭
り
な
ど
の
晴

着
と
し
て
着
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
年
代
は
明
治
時
代
後
期
か
ら
大
正
時
代
の
初
期
頃
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
写
真
第
三
図
）

　
以
上
、
三
点
の
袖
丈
、
身
丈
な
ど
は
別
表
の
通
り
で
あ
る
。
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写真　第一図　男児用

産
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の
「
考
察

蝋

1一一

E　・一1　一P
・義ご

q目 後

裾文様拡大

五
七
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写真　第二図　女児用

産
着
に
つ
い
て
の
一
考
察

」一月 後

裾文様拡大

繊

五
八
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写真　第三図　女児用緋

一
着
に
つ
い
て
の
一
考
察

　　　　　　颪櫨
　　　　　　　　　ぷへ

　　　ぶ　　前
　　　驚

　　　　　　　論、

　　　　　後濠

凝

一ッ身広袖祝い着用裁ち方図

裁ち切り袖丈　裁ち切り袖丈 裁ち切り身丈 裁ち切り妊丈

／’＼／’”＼ ／’＼／’”’＼／　　＼／”＼／　　＼

1
袖
…

袖
　　前身頃
o裁ち切り衿鋤き

妊

＼
ノ
○　／

ﾀ巾

@＼
ﾜ

後身頃 、
）裁ち切り榊 衿

前身頃 妊
ノ

又裁ち切り衿丈ノ
九
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祝い着寸法表 （単位cm）

攣響＼祝着 鼠麻地・波に泳ぐ

?}友禅文様祝着

浅鼠麻地・近江八景

@友禅文様祝着

紺緋麻地

q供祝着

袖　丈 44．0 46．0 52．0

袖 袖付け 129 15．0 14．4

袖　巾 24．0 24．0 25．4

身　丈 950 90．0 71．0

衿肩明き 4．5 4．5 4．5

身八つ口 n5 、｛｝9 玉2，心

前　巾 135 145 14．0

後　巾 32．0 32．0 32．0身
　
　
頃

祇下がり 10．5 13．0 1α0

祇　巾 149 149 132

合褄巾 13．5 13．0 12．0

衿　下 15．0 22．0 18．5

ふ
き

袖　ロ 0．2 0．4

1　　　裾

衿　巾 35 5．0 3．5

紐　巾 7．0 7．0

紐　丈 85．0 72．0

紋の数 3 5

紋の寸法 5．0 5．0

中央の縫目と糸の長さ （25目）25．0 （18目）22．0 （20目）350

中央の縫止まりからの糸の長さ 9．0． 15．0 32．0

守
り
糸

左斜め縫巨と糸の長さ （8巨）7◎

左斜め縫止まりからの糸の長さ 5．0

右斜め縫目と糸の長さ （5目）6ρ （5目）8ρ

右斜め縫止まりかうの糸の長さ 15．0 16．0

紐なし
紐
飾
り
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第
　
三
　
章

　
次
に
近
江
八
幡
市
立
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
産
着
（
宮
詣
り
祝
着
）

の
中
か
ら
、
江
戸
後
期
、
明
治
、
大
正
時
代
の
産
着
、
四
点
を
選
ん
で
み
た
。

地
質
、
色
、
文
様
は
別
の
表
に
よ
る
。

　
地
質
は
鼠
、
羽
二
重
、
文
様
は
松
風
須
磨
浦
の
図
友
禅
文
様
、
袷

で
あ
る
。
年
代
は
明
治
中
期
、
紋
は
五
つ
紋
で
あ
る
。
（
写
真
第
ω

図
）

以
上
四
点
の
袖
丈
、
身
丈
な
ど
は
別
表
の
通
り
で
あ
る
。

（1）（2）

男
児
用

○
紺
地
羽
二
重
・
鶴
、
亀
甲
友
禅
文
様
産
着

　
　
地
質
は
紺
地
羽
二
重
、
文
様
は
、
鶴
、
亀
甲
友
禅
染
め
、
袷
で
あ

　
る
。
年
代
は
江
戸
後
期
、
紋
は
五
つ
紋
で
あ
る
。
袖
丈
、
身
丈
、
別

　
表
に
よ
る
。
（
写
真
第
ω
図
）

女
児
用

○
鼠
麻
地
・
枯
梗
、
女
郎
花
、
紫
苑
友
禅
文
様
産
着

　
　
地
質
は
鼠
麻
地
、
文
様
は
桔
梗
、
女
郎
花
、
紫
苑
文
様
、
友
禅
染

　
め
で
単
衣
で
あ
る
。
年
代
は
江
戸
後
期
、
紋
は
三
つ
紋
で
あ
る
。
（
写

　
真
第
②
図
）

○
鼠
地
羽
二
重
貝
、
流
水
、
赤
花
友
禅
文
様
産
着

　
　
地
質
は
鼠
、
羽
二
重
、
文
様
は
貝
、
流
水
、
赤
花
文
様
で
、
友
禅

　
染
め
、
袷
で
あ
る
。
年
代
は
明
治
中
期
、
紋
は
三
つ
紋
で
あ
る
。

　
（
写
真
第
個
図
）

○
鼠
地
羽
二
重
・
松
風
須
磨
浦
の
図
友
禅
文
様
産
着

あ
と
が
き

　
以
上
産
着
の
変
遷
と
、
宮
詣
り
着
に
つ
い
て
述
べ
た
。
本
論
文
作
成
に
当

た
り
、
近
江
八
幡
市
立
資
料
館
の
貴
重
な
御
蔵
品
の
一
部
を
参
考
に
す
る
こ

と
を
御
許
し
戴
き
感
謝
致
し
ま
す
。
ま
た
山
名
邦
和
先
生
に
一
方
な
ら
ぬ
お

力
添
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
も
併
せ
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
私
の
つ
た

な
い
小
論
に
花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
次
第
で
す
。
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　　　　　写真

　写真　第ユ図

謬議席 @魯　、畠翫
　再　　　　　　　　　　　　　　　　　　覧　　　　　納　　　　　　　　　　謹
辞　　　　　匙　　　　　　…　　　　無　。
ド　へ　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　マ

翻織∴欝欝
1；暴薦灘　1
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　ま　　ざ　　　　　　　　　　　　ドが　いり　　　　　ハ
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　ぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザヴ　　　　　　　　　　　タ

謡　　。　、集　㌃
　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　らお

・　聯　　∫蓄＼
　　　ポ　ぬ　　　　　　　　　　　　ぬる　　ゆ

　　　隷ラ　．～　。募＼』
　　　畷　　穿。　恥。　識臣塚　瑠奪

近江八幡市立資料館所蔵産着（宮詣り着）

男児用　　　　　　　　　写真　第2図

写真　第3図　女児用

女児用

　写真　第4図　女児用

　毒ご　　秘　　IL講哲
di　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　＿　　　　，　譲

　　　　　　　　　へ　　いレ　ドへ　　　

　　　　　　　　恐。漫
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近江八幡資料館所蔵産着（宮詣り着）寸法表 （単位cm）

箏響＼産着 紺地羽二重

ﾟ・亀甲友撒様

　既羽二重

ｼ風須舗の図文様

　鼠地羽二重

L淋赤花友徽様

　鮪地桔梗

l花1紫寒紅様

袖　丈 65．0 72．5 58．5 615

袖 袖付け 19．0 17．0 18．5 18．4

袖　巾 24．0 26．7 26．5 24．0

身　丈 99．0 106．0 107．5 101．0

前　巾 16．0 15．0 15．3 145

後　巾 34．0 34．0 34．0 31．5

衿肩明き 4．5 4．1 3．8 4．2

身入つ口 11．0 14．8 11．0 12．0身
　
　
頃

祇下がり 11．3 11．5 11．5 115

祇　巾 14．0 15．9 16．0 15．0

合褄巾 13．0 15．3 154 14．3

衿　下 19．0 18．2 20．0 19．3

ふ
き

袖　口 0．6 0．4 0．5 0．2

裾 2．3 3．7 3．0 03

衿　巾 5．1 4．2 5．0 4．2

紐
紐　巾 6．0 8．1 8．0 7．7

紐　丈 88．0 88．3 87．0 885

紋
紋の数 5 5 3 3

紋の寸法 5．0 4．2 3．5 4．7

中央の縫目と糸の長さ （21目）25．5

／
（6目）10．3

中央の縫止まりからの糸の長さ 44．0

／
50．0

守
り
糸

左斜め縫目と糸の長さ （5目）5．0

／／／左斜め縫止まりからの糸の長さ 44．0

／右斜め縫目と糸の長さ

／／
（25目）33．5

／右斜め縫止まりからの糸の長さ 33．0

／紐
飾
り

紐付替えの

ｽめなし

紐付替えの

ｽめなし

婆
貿 竈

’〔遥

近江八幡市立資料館

（宮詣り着晴れ着展より）
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